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消防組組員が１年がかりで寄附を集め、大正
11年に導入したガソリンポンプ

昭和８年に導入された37年型フォードポンプ
自動車

昭和10年前後の足寄消防組

市街地で行われた綜合演習分列式（昭和33年）

　長年の懸念事項だったサイレンを購入するた
め、昭和12年に大相撲武蔵山一行１８０人余り
を招いて行われた大相撲巡業。当時は設備を整
える資金は自分たちで集めていました。

足寄消防団創設10周年記念（昭和２年10月８日）

足寄消防団創設１００周年

　町民の生命や財産を守る足寄町の消防団は、本年で創設から１００年
を迎えました。
　火災の発生や台風などの災害が起こる時、消防団は昼夜を問わず、私
たちの町を守るため、出動しています。
　今月号では、創設１００周年を迎えた消防団のあゆみを紹介します。足寄消防団第１分団（昭和33年）

奥泉圀博足寄消防団長あいさつ
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消
防
団
の
あ
ゆ
み

大
正
４
年
４
月　

足
寄
太
市
街
地
で
３
棟
１

０
０
坪
が
全
焼
す
る
火
災
が
発
生
し
、
こ
の

火
災
を
契
機
に
、
消
防
組
織
の
必
要
性
が
求

め
ら
れ
、
丸
山
文
三
郎
氏
ら
が
発
起
人
と
な

り
足
寄
太
火
災
予
防
組
合
を
発
足
。

大
正
６
年
６
月　

北
海
道
よ
り
同
組
合
が
公

設
消
防
組
と
し
て
認
可
。

昭
和
14
年
４
月　

消
防
組
を
廃
し
て
警
防
団

に
改
組
。

昭
和
22
年
８
月　

消
防
団
令
に
よ
り
警
防
団

を
消
防
団
に
改
組
。

昭
和
30
年
４
月　

西
足
寄
町
と
足
寄
村
の
合

併
に
伴
い
足
寄
町
が
設
置
さ
れ
、
消
防
団
も

合
併
。

昭
和
42
年
10
月　

公
設
消
防
組
の
設
立
か
ら

創
設
50
周
年
。

昭
和
62
年
６
月　

町
喜
登
牛
国
有
林
で
大
規

模
な
林
野
火
災
が
発
生
し
、
２
日
間
に
わ
た

り
延
焼
。

昭
和
62
年
10
月　

公
設
消
防
組
の
設
立
か
ら

創
設
70
周
年
。

平
成
元
年
７
月　

江
別
市
で
開
催
さ
れ
た
北

海
道
消
防
操
法
訓
練
大
会
に
お
い
て
、
足
寄

消
防
団
が
「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」
で
全
道

優
勝
。

平
成
10
年
６
月　

足
寄
消
防
団
に
町
内
初
の

女
性
消
防
団
（
団
員
10
人
）
が
誕
生
。

平
成
15
年
８
月　

台
風
10
号
に
よ
る
災
害
に
、

延
べ
70
人
の
団
員
が
出
動
。

平
成
26
年
12
月　

陸
上
自
衛
隊
足
寄
分
屯
地

と
足
寄
消
防
署
、
足
寄
消
防
団
が
近
傍
火
災

出
動
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結
。

平
成
28
年
８
月　

台
風
７
、
９
、
10
、
11
号

に
よ
る
災
害
に
延
べ
１
６
４
人
の
団
員
が
出

動
。

平
成
29
年
５
月　

平
成
28
年
８
月
に
発
生
し

た
台
風
に
よ
る
災
害
で
の
水
防
活
動
を
賛
え
、

足
寄
消
防
団
が
全
国
水
防
管
理
組
合
か
ら
水

防
功
労
賞
を
受
賞
。

創設１００周年記念式典

　11月19日、足寄消防団創設１００周年記念式

典が町民センターで開かれ、関係者ら１８０人

が参加しました。

　足寄消防団の奥泉圀博団長は「少子高齢化、

担い手不足が進む中で、これからも訓練に精進

し、警察や自衛隊、地域住民と連携を取りなが

ら、住民の生命や財産を守り、消防力の充実強

化を図っていきたい」とあいさつしました。そ

の後、感謝状の贈呈や来賓あいさつが行われた

後、感謝状の受賞者を代表して元足寄消防団長

の五十嵐定美さ
んが謝辞を述べました。
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ま
ち
の

台
所

平成28年度決算状況

一　般　会　計

地方消費税交付金
1億3,008万3千円（1.4%)

1億3,008万3千円（1.2%)

国庫支出金
7億8,488万6千円（8.4%)

9億8,093万9千円（9.3%)

その他
1億7,976万0千円（1.9%)

1億7,976万0千円（1.7%)

繰入金
2億9,452万3千円（3.1%）

3億0,312万4千円（2.9%)

その他
5億0,678万3千円（5.4%)

5億2,146万1千円（5.0%)

町債
8億8,634万8千円（9.5%)

9億3,874万8千円（8.9%)

地方交付税
44億5,942万4千円（47.6%)

44億5,942万4千円（42.5%)

自主財源
24億0,160万2千円（25.6%)

25億3,042万7千円（24.1%)

依存財源
69億6,888万6千円（74.4%)

79億6,169万0千円（75.9%)

93億7,048万8千円

104億9,211万7千円

総務費
9億0,977万0千円（10.2%)

10億3,527万2千円（ 9.9%)

農林水産業費
7億6,535万0千円（ 8.5%)

16億4,526万7千円（15.7%)

民生費
12億1,431万0千円（13.4%)

12億8,294万9千円（12.2%)

職員費
12億9,603万7千円（14.3%)

13億0,168万3千円（12.4%)

その他
7億8,083万5千円（8.6%)

8億7,978万7千円（8.4%)

教育費
 7億2,528万5千円（8.0%)

7億5,813万0千円（7.2%)

衛生費
 8億5,096万5千円（9.4%)

 8億6,267万3千円（8.2%)

公債費
11億3,157万2千円（12.5%)

11億3,164万0千円（10.8%)

土木費
13億6,373万9千円（15.1%)

15億9,471万6千円（15.2%)

道支出金
5億2,838万5千円（ 5.6%)

12億7,273万6千円（12.1%)

90億3,786万3千円

104億9,211万7千円

町税
8億7,682万2千円（9.4%)

8億7,603万3千円（8.4%)

諸収入
7億2,347万4千円（7.7%）

8億2,980万9千円（8.0%）

平
成
28
年
度
の
決
算
状
況
と
29
年
度
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
の
補
助
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

足
寄
町
の
家
計
簿
を
表
や
グ
ラ
フ
で
表
し
て
み
ま
し
た
。

平成28年度決算状況

まちづくりに90億3,786万3千円が使われました

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

地
域
活
性
化
推
進
事
業

７
２
０
９
万
７
千
円

　

「
足
寄
町
住
環
境
・
店
舗
等
整
備
補
助
金
」

新
築
・
増
改
築
１
８
５
件
、
中
古
住
宅
購
入

７
件
を
補
助
採
択
し
、
地
域
活
性
化
を
図
っ

た
ほ
か
、
平
成
28
年
８
月
の
台
風
災
害
に
よ

る
被
災
者
へ
の
支
援
対
策
と
し
て
住
宅
修
繕

を
行
っ
た
方
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
整
備
事
業

１
５
８
７
万
７
千
円

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
よ
る
就
労
継
続

支
援
事
業
所
建
設
に
伴
う
土
地
取
得
に
係
る

経
費
、
実
施
設
計
等
に
対
す
る
補
助
を
行
い

ま
し
た
。

農
業
担
い
手
育
成
支
援
事
業

１
４
８
８
万
９
千
円

　

新
規
就
農
者
の
誘
致
促
進
や
農
業
後
継
者

の
経
営
能
力
向
上
の
た
め
に
、
各
種
補
助
金

の
交
付
や
資
金
の
貸
付
を
行
い
、
農
業
担
い

手
の
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

１
６
３
０
万
８
千
円

　

利
用
さ
れ
る
方
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
町
民
セ
ン
タ
ー
の
図
書
館
化
を

中
心
と
し
た
大
規
模
改
修
に
伴
う
実
施
設
計

を
行
い
ま
し
た
。

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

１
億
３
２
０
９
万
４
千
円

　

老
朽
化
し
た
橋
梁
が
今
後
急
速
に
増
大
す

る
こ
と
か
ら
、
予
防
的
修
繕
等
の
対
策
を
講

じ
て
安
全
性
向
上
と
長
寿
命
化
を
図
り
ま
し

た
。

里
見
が
丘
公
園
整
備
事
業

１
億
４
３
２
２
万
４
千
円

　

里
見
が
丘
公
園
の
足
湯
上
屋
や
、
新
遊
具

と
し
て
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
を
設
置
し
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
施
設
と
し

て
更
新
し
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
の
交
流
の

場
と
し
て
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
公
園
整
備

を
図
る
た
め
、
遊
戯
広
場
や
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

等
の
各
種
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

螺
湾
小
学
校
改
修
事
業

４
９
０
３
万
１
千
円

　

老
朽
化
に
よ
り
冬
期
間
の
校
舎
内
の
温
度

が
著
し
く
低
下
し
、
厳
し
い
教
育
環
境
と
な

っ
て
い
た
た
め
、
窓
の
断
熱
化
、
暖
房
設
備

の
更
新
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
行
い
、
環
境

改
善
を
図
り
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
（
特
別
会
計
）

２
億
１
９
４
３
万
４
千
円

　

街
の
基
幹
的
施
設
で
あ
る
下
水
道
を
整
備

す
る
た
め
、
下
水
道
管
渠
の
新
設
工
事
と
そ

れ
に
付
随
す
る
路
面
復
旧
工
事
、
下
水
終
末

処
理
場
の
設
備
更
新
、
下
水
道
管
渠
実
施
調

査
設
計
等
を
行
い
ま
し
た
。

土
地
区
画
整
理
事
業
（
特
別
会
計
）

５
９
１
１
万
８
千
円

　

永
久
標
の
設
置
、
換
地
計
画
策
定
等
を
行

い
ま
し
た
。

上
水
道
事
業
（
企
業
会
計
）

７
４
７
３
万
６
千
円

　

水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
上
水
道
施

設
の
計
装
装
置
を
更
新
し
、
足
寄
橋
架
換
工

事
や
道
路
改
良
工
事
に
伴
う
配
水
管
の
移
設
・

敷
設
替
工
事
等
を
行
い
ま
し
た
。

足
寄
町
国
民
健
康
保
険
病
院

器
械
備
品
購
入
（
企
業
会
計
）

１
７
１
０
万
４
千
円

　

大
腸
ビ
デ
オ
ス
コ
ー
プ
、
全
自
動
錠
剤
分

包
機
一
式
、
院
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
一
式
ほ
か
器

械
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

１人当たりに使われた
お金の内訳は

収入　1,333,498円
支出　1,286,162円

平成29年３月31日現在
人口　7,027人

（収入）

地方交付税 634,613円
町 債 126,135円
町 税 124,779円
国庫支出金 111,696円
諸 収 入 102,956円
道 支 出 金 75,193円
繰 入 金 41,913円
地方消費税交付金 18,512円
そ の 他 97,701円

（支出）

土 木 費 194,071円
職 員 費 184,437円
民 生 費 172,806円
公 債 費 161,032円
総 務 費 129,468円
衛 生 費 121,099円
農林水産業費 108,916円
教 育 費 103,214円
そ の 他 111,119円
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その他
3億0,176万4千円
その他
3億0,176万4千円

公営住宅債
7億0,056万1千円

公営住宅債
7億0,056万1千円

都市計画債
3億1,645万7千円
都市計画債
3億1,645万7千円

辺地対策事業債
1億5,642万9千円
辺地対策事業債
1億5,642万9千円

一般土木債
1億7,863万1千円
一般土木債
1億7,863万1千円

緊急防災・減災事業債
7億0,991万5千円

緊急防災・減災事業債
7億0,991万5千円

農林水産業債
3億3,751万5千円
農林水産業債
3億3,751万5千円

臨時財政対策債
37億4,653万9千円
臨時財政対策債
37億4,653万9千円

過疎対策事業債
44億6,731万4千円
過疎対策事業債
44億6,731万4千円

財　務　省

97億2,222万9千円

地方公共団体金融機構等
8億4,519万4千円

銀　行　等　 570万0千円

簡易保険局　1億3,924万4千円

そ　の　他　2億0,275万8千円

平成28年度決算状況

目 的 別 借 入 先 別

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 収　　　　　入 支　　　　　出

上 水 道 事 業
収益的収支決算額 １億4,809万９千円 １億4,039万５千円

資本的収支決算額 5,268万０千円 9,778万０千円

病 院 事 業
収益的収支決算額 10億6,584万６千円 11億8,526万２千円

資本的収支決算額 7,824万７千円 １億0,680万３千円

会　　計　　名 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差　　　　　引

国 民 健 康 保 険 事 業 11億9,561万５千円 11億4,017万２千円 5,544万３千円

簡 易 水 道 6,883万２千円 6,486万４千円 396万８千円

公 共 下 水 道 事 業 ４億1,707万９千円 ４億1,703万９千円 4万０千円

介 護 保 険 ８億8,404万８千円 ８億6,509万９千円 1,894万９千円

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 １億0,584万８千円 １億0,584万８千円 ０千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ２億7,819万５千円 ２億7,819万５千円 ０千円

後 期 高 齢 者 医 療 １億0,882万０千円 １億0,863万６千円 18万４千円

特　別　会　計

町の財産
土地� 122,354,058㎡
公 の 施 設 2,125,740㎡
宅 地 248,122㎡
山 林 91,791,116㎡
そ の 他 28,189,080㎡

建物� 121,270㎡
学 校 18,061㎡
公 営 住 宅 28,512㎡
そ の 他 74,697㎡

車両� 86台
乗用自動車 20台
軽 自 動 車 ６台
貨物自動車 26台
バ ス 15台
特殊自動車 13台

（ショベル、グレーダーなど）
そ の 他 ６台

基金� 67億0,241万9千円
土地開発基金
 1,604万６千円
その他の基金
 66億8,637万３千円

証券その他の権利
 ２億5,849万９千円

町が借りているお金【町債】

一般会計・借入残高　109億1,512万5千円

平成29年度予算執行状況

9億8,574万1千円

13億3,776万2千円

12億9,785万1千円

13億6,345万1千円

8億3,102万9千円

11億0,699万3千円

14億1,297万0千円

19億7,354万8千円

42億3,473万6千円

6億4,629万0千円

17億2,941万8千円

8億8,046万7千円

5億3,319万2千円

6億1,883万3千円

7億7,900万6千円

2億2,046万4千円
(22％)

1億9,311万0千円
(14％)

6億1,086万4千円
(47％)

5億4,304万3千円
(40％)

3億0,834万4千円
(37％)

5億4,411万4千円
(49％)

4億3,507万5千円
(31％)

8億1,939万3千円
(42％)

29億3,077万9千円
(69％)

5,672万6千円
(9％)

0千円
(0％)

5億5,376万4千円
(63％)

8,868万3千円
(17％)

9,491万6千円
(15％)

4億1,078万0千円
(53％)

歳出 予算現額　　　103億0,934万5千円
支出済額　　　36億7,440万7千円(36％)歳入 予算現額　　　103億0,934万5千円

収入済額　　　41億3,564万8千円(40％)

総務費

土木費

職員費

町　債

民生費

その他

地　方
交付税

諸収入

国　庫
支出金

町　税

公債費

衛生費

その他

8億8,740万3千円
0千円
(0％) 繰入金

道支出金

農　林
水産業費

平成29年４月から９月までの収入・支出状況です

一　般　会　計 一般会計　支出済額　36億7,440万7千円

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額

上 水 道 事 業
収益的収入及び支出 １億6,821万６千円 8,183万１千円 6,166万４千円

資本的収入及び支出 １億3,622万６千円 864万７千円 2,984万９千円

病 院 事 業
収益的収入及び支出 12億4,972万６千円 ５億2,541万９千円 ４億9,737万１千円

資本的収入及び支出 １億0,472万９千円 3,627万８千円 5,225万４千円

会　　計　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額 執 行 率

国 民 健 康 保 険 事 業 11億9,268万２千円 ４億1,149万７千円 ４億5,714万５千円 38.3%

簡 易 水 道 8,278万４千円 524万９千円 1,625万１千円 19.6%

公 共 下 水 道 事 業 ６億3,889万３千円 3,729万７千円 ２億0,576万９千円 32.2%

介 護 保 険 ９億1,187万８千円 ３億8,433万４千円 ３億6,479万１千円 40.0%

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 8,919万６千円 ８万７千円 2,696万６千円 30.2%

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ３億1,240万８千円 7,334万９千円 １億3,188万５千円 42.2%

後 期 高 齢 者 医 療 １億0,972万８千円 3,157万５千円 3,166万６千円 28.9%

特　別　会　計



まちかどまちかどまちかど
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

まちかどまちかどまちかど

　ロビーコンサート「Sechiko ピアノリサイ

タル（町教育委員会主催）があしょろ銀河ホ

ール21で行われ、約１００人が来場しました。

ピアニストの阿久津せち子さ
んが「エリーゼの

ために」などを披露した他、童謡「もみじ」

の演奏に合わせた手遊びでは、子どもから大

人まで楽しんでいました。

美しい音色に魅了

高速道路のネットワーク化を
　十勝オホーツク自動車道の陸別小利別イン

ターチェンジから訓子府インターチェンジが

開通されたことに伴い、管内の建設業者やこ

の日に向けて結成された足寄応援団（町、商

工会、観光協会、建設業協会、ＪＡあしょろ）

ら約１００人が同高速道路小利別本線に集ま

り、物流や観光の広域化等を訴えました。

心躍る演奏
　第28回足寄町吹奏楽フェスティバルが町民

センターで開催され、約２００人が来場しま

した。足寄ジュニアブラスバンド、足寄中学

校吹奏楽部、足寄高等学校吹奏楽局、足寄吹

奏楽団が出演し、クラシック楽曲などを披露。

また、４団体合同による演奏も行われ、来場

者は迫力ある演奏に聴き入っていました。

10/9

10/15

10/910/24

10/19

秋の味覚を楽しむ

　地元産食材の魅力を知ってもらおうと、足

寄中学校の３年生を対象にフランス料理体験

会が開かれました。町内の生産者らで組織す

る「あしおこし隊」（沼田正俊隊長）らの協

力の下、札幌市でレストランを経営するオー

ナーシェフの髙橋毅さ
んが腕を振るった料理に、

生徒たちは舌鼓を打っていました。

本格フランス料理を堪能

伝統芸能を鑑賞
　足寄中学校（長江教貴校長）で青少年芸術

鑑賞会（町教育委員会主催）が開かれました。

ＮＰＯ法人伝統文化みらい塾（立花志十郎代

表）から、歌舞伎役者が白粉を塗っていく化

粧の過程や牛若丸と弁慶が対決する「五条橋」

が上演され、生徒らは迫力ある演技に引き込

まれていました。

健脚を競う！
　第38回町民マラソン大会が陸上競技場で開

催され、幼児から一般まで３６５人が参加し

ました。各部門に分かれた選手たちは沿道か

らの声援を背に、熱い戦いを繰り広げました。

また、同時に開催された第23回町民ウオーキ

ングには19人が参加し、出会いの森などで心

地良い汗を流していました。

防犯功労賞を受賞
　長年にわたり防犯活動に尽力し、犯罪の防

止に功労があったことを表彰する全国防犯功

労者表彰で、稲垣慶子さ
んが防犯功労賞（防犯

栄誉金賞）を、水野紀夫さ
んが防犯功労賞（防

犯栄誉銅賞）を受賞し、本別地方防犯協会連

合会の長谷川隆司会長らとともに役場を訪れ、

安久津勝彦町長へ受賞の報告をしました。

　足寄の秋の味覚を堪能する道の駅祭りと大

収穫祭・秋の物産市（あしょろ観光協会主催）

があしょろ銀河ホール21前イベント広場で開

催されました。会場には町内の農家や商店な

どが出店し、収穫された白菜や大根などが販

売された他、茹でたてのじゃがいもやかぼち

ゃが振る舞われました。

受賞した稲垣さん（左から３人目）、水野さん（同２人目）

10/22

10/25

10/26
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お

知

ら

せ

開
催
し
ま
す

生
涯
学
習
事
業

社
会
体
育
事
業

子
育
て
・
家
庭
教
育

●
平
成
30
年
足
寄
町
成
人
式

日
　
時
　
平
成
30
年
１
月
７
日
㈰

　
　
　
　
午
後
１
時
～

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象　

平
成
９
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　

平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

内
　
容　

午
後
１
時
～
式
典
（
町
主
催
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
成
人
祝
賀
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
実
行
委
員
会
主
催
）

　
　
　
　

午
後
３
時　

終
了
予
定

※
受
け
付
け
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

そ
の
他　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
は
が
き
に

て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
、
現
在

本
町
に
住
民
票
が
無
い
方
で
も
、

参
加
希
望
さ
れ
る
方
や
案
内
は
が

き
の
届
か
な
か
っ
た
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

な
お
、
記
念
品
は
、
出
席
報
告
者

の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
生
涯
学
習
講
座　

書
き
初
め
大
会

日
　
時
　
平
成
30
年
１
月
12
日
㈮

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象　

幼
児
・
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

定
　
員　

30
名

参
加
費　

５
０
０
円
（
教
材
費
等
と
し
て
、

申
込
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

Vol.110

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

　

「
す
く
す
く
」

日
　
時
　
12
月
14
日
㈭
　
１
月
16
日
㈫

　
　
　
　
２
月
15
日
㈭

　
　
　
　
午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

参
加
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
※
託
児
所
も
あ
り
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

日
　
時
　
12
月
19
日
㈫
　
１
月
23
日
㈫

　
　
　
　
２
月
27
日
㈫
　
３
月
20
日
㈫

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

日
　
時

　
１
月
25
日
㈭

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象　

乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
健
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

持
ち
物　

下
敷
き
、
大
筆
、
中
筆
、
墨
汁
、

す
ず
り
※
持
っ
て
い
な
い
方
は
受

付
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

書
道
や
書
き
初
め
を
あ
ま
り
や
っ

た
こ
と
の
な
い
方
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
書
き

初
め
終
了
後
、
参
加
者
全
員
で
お

し
る
こ
も
食
べ
ま
す
。

　
　
　
　

12
月
25
日
㈪
ま
で
に
生
涯
学
習
室

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

12
月
14
日
㈭
～
25
日
㈪

　
　

健
康
づ
く
り
ロ
ビ
ー
展

12
月
28
日
㈭
～
１
月
14
日
㈰

　
　

櫻
井
風
土
と
仲
間
展

　
　
〜
学
生
３
人
絵
画
展
〜

１
月
16
日
㈫
～
28
日
㈰

　
　

書
き
初
め
大
会
作
品
展

１
月
31
日
㈬
～
２
月
12
日
㈪

　
　

平
成
29
年
度
足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派

遣
事
業
パ
ネ
ル
展

２
月
15
日
㈭
～
27
日
㈫

　
　

旭
町
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
作
品
展

３
月
２
日
㈮
～
13
日
㈫

　
　

ネ
イ
パ
ル
あ
し
ょ
ろ
展

３
月
16
日
㈮
～
28
日
㈬

　
　

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

　

冬
休
み
の
長
期
休
業
中
の
児
童
の
居
場
所

づ
く
り
と
基
礎
学
力
向
上
の
手
助
け
の
た
め
、

冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
　
12
月
26
日
㈫
・
27
日
㈬
・
28
日
㈭

　
　
　
　
29
日
㈮

　
　
　
　
平
成
30
年
１
月
10
日
㈬
・
11
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
６
日
間

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
い
時
間
や
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
を
通
じ
て
周
知
し
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室

日
　
時
　
１
月
10
日
㈬
　
11
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
　
所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対
　
象　

小
学
生

●
十
勝
東
北
部
方
面
ス
ケ
ー
ト
大
会

日
　
時

　
１
月
13
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

場
　
所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対
　
象　

小
・
中
学
生

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

日
　
時
　
１
月
16
日
㈫
～
18
日
㈭

　
　
　
　

午
後
６
時
45
分
～
８
時
30
分

場
　
所　

里
見
が
丘
ス
キ
ー
場

対
　
象　

小
・
中
学
生

●
第
62
回
町
民
ス
ケ
ー
ト
大
会

日
　
時
　
２
月
３
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

場
　
所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対
　
象　

町
民
（
幼
児
か
ら
一
般
）

※
各
事
業
と
も
申
込
方
法
等
は
後
日
ご
案
内

し
ま
す
。

●
第
57
回
全
十
勝
小
中
学
校
選
抜
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会

日
　
時

　
２
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
～　

開
会
式

　
　
　
　

午
前
９
時
～　

競
技
開
始

場
　
所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

※
十
勝
管
内
の
各
方
面
予
選
を
通
過
し
た
小
・

中
学
生
が
十
勝
一
を
競
い
合
い
ま
す
。

社
会
体
育
事
業
に
関
す
る
詳
細
は

 

総
合
体
育
館　

☎
25

－

３
１
９
１

●
年
末
・
年
始
休
館

　

社
会
教
育
関
係
施
設
の
年
末
・
年
始
休
館

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
不
明
な
点
は
各
施
設

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
館

　

12
月
30
日
㈯
～
１
月
５
日
㈮

町
民
セ
ン
タ
ー

　

12
月
30
日
㈯
～
１
月
５
日
㈮

町
民
セ
ン
タ
ー
臨
時
図
書
室

　

12
月
30
日
㈯
～
１
月
６
日
㈯

総
合
体
育
館

　

12
月
30
日
㈯
～
１
月
６
日
㈯

温
水
プ
ー
ル

　

12
月
30
日
㈯
～
１
月
６
日
㈯

動
物
化
石
博
物
館

　

12
月
30
日
㈯
～
１
月
６
日
㈯



町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
の
お
知
ら
せ

1213

「
冬
の
博
物
館
」

　

寒
い
冬
を
楽
し
も
う
を
合
言
葉
に
、
今
年

も
「
冬
の
博
物
館
」
を
開
催
し
ま
す
。
恒
例

の
雪
中
化
石
探
検
で
掘
り
出
し
た
化
石
で
「
ミ

ニ
発
掘
ペ
ン
ダ
ン
ト
づ
く
り
」
を
実
施
し
ま

す
。
世
界
で
一
つ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
１
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
　
　
　

※
各
日
２
回
の
計
４
回
開
催

定
　
員　

各
回
10
人
（
合
計
40
人
）

参
加
料　

５
０
０
円

受
　
付　

１
月
７
日
㈰
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

詳
　
細　

博
物
館 

☎
25

－

９
１
０
０

●
年
末
年
始
お
休
み
し
ま
す

　

臨
時
図
書
室
は
、
12
月
30
日
㈯
か
ら
１
月

６
日
㈯
ま
で
、
年
末
年
始
の
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

　

本
の
貸
し
出
し
は
、
29
日
㈮
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
本
の
返
却
は
、
町
民
セ
ン
タ

ー
に
設
置
し
て
あ
る
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用

い
た
だ
け
れ
ば
い
つ
で
も
可
能
で
す
。

※
臨
時
図
書
室
は
、町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
、エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り
て
す
ぐ
の
部
屋
で
す
。

●
児
童
館
分
室
か
ら

　

児
童
館
が
年
末
年
始
の
休
館
と
な
る
こ
と

か
ら
、
休
館
期
間
と
な
る
12
月
30
日
㈯
か
ら

１
月
８
日
㈪
ま
で
の
間
、
分
室
の
利
用
が
で

き
ま
せ
ん
。
１
月
９
日
㈫
か
ら
通
常
ど
お
り

開
館
い
た
し
ま
す
の
で
、
来
年
も
ぜ
ひ
児
童

館
分
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
話
し
会

開
催
日
　
12
月
16
日
㈯
　
２
月
17
日
㈯

　
　
　
　
３
月
17
日
㈯

時
　
間　

午
後
１
時
～
２
時

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
研
修
室

対
　
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
中
学
年

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日
　
１
月
27
日
㈯
　
２
月
24
日
㈯

　
　
　
　
３
月
24
日
㈯

時
　
間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
　
所　

児
童
館
（
図
書
室
分
室
）

対
　
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

詳
　
細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

 

☎
25

－

４
９
７
４

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日

　
２
月
７
日
㈬

　
３
月
７
日
㈬

時
　
間　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
　
所　

児
童
館
（
図
書
室
分
室
）

対
　
象　

乳
幼
児
か
ら
幼
児

詳
　
細　

「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

 

☎
25

－

４
９
７
４

新

刊

案

内

●
一
般
書

西
郷
ど
ん
！
前
編
・
後
編 

林　

真
理
子

梅
も
ど
き 

諸
田　

玲
子

ク
リ
ス
マ
ス
を
探
偵
と 

伊
坂
幸
太
郎

花
歌
は
、
う
た
う 

小
路　

幸
也

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｚ 

真
山　
　

仁

さ
く
ら
、
う
る
わ
し
（
左
近
の
桜
）

 

長
野
ま
ゆ
み

琥
珀
の
夢
　
上
・
下 

伊
集
院　

静

踊
る
星
座 

青
山　

七
恵

ゲ
バ
ラ
漂
流
　
ポ
ー
ラ
ー
ス
タ
ー

 

海
堂　
　

尊

ミ
ス
テ
リ
ー
ク
ロ
ッ
ク 

貴
志　

祐
介

覆
面
作
家 

大
沢　

在
昌

僕
は
ロ
ボ
ッ
ト
ご
し
の
君
に
恋
を
す
る

 

山
田　

悠
介

忘
れ
る
女
、
忘
れ
ら
れ
る
女 

酒
井　

順
子

人
間
タ
ワ
ー 

朝
比
奈
あ
す
か

毒
母
で
す
が
、
な
に
か 

山
口
恵
以
子

三
世
代
探
偵
団

－

次
の
扉
に
棲
む
死
神

－

 

赤
川　

次
郎

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
秘
密

 

コ
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
・
ド
ラ
ッ
ツ
ィ
オ

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
図
解
　
病
院
の
す
べ
て
が
わ

か
る
！ 

コ
ン
パ
ッ
ソ
税
理
士
法
人

「
ぜ
ん
そ
く
」
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
本

 

松
瀬　

厚
人

自
力
で
防
ぐ
誤
嚥
性
肺
炎 

稲
本　

陽
子

ム
リ
な
く
は
じ
め
ら
れ
る
楽
し
い
ラ
ン
ニ
ン

グ 

鈴
木　

清
和

雑
穀
を
お
い
し
く
食
べ
る
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
Ｅ

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

田
中　

雅
子

科
学
的
だ
か
ら
お
い
し
い
！
お
弁
当
の
コ
ツ

 

水
島　

弘
史

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学

－

科
学
の
基
礎
か
ら
「
な

ぜ
？
」
に
こ
た
え
る

－ 

寺
田　
　

新

ゼ
ロ
か
ら
分
か
る
！
５
０
０
０
円
か
ら
の
骨

董
入
門 

尾
久　

彰
三

●
絵
本
・
児
童
書

こ
ね
て
の
ば
し
て 

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ

や
も
じ
ろ
う
と
は
り
き
ち 

降
矢　

な
な

サ
ン
タ
ち
ゃ
ん 

ひ
こ
・
田
中

ク
リ
ス
マ
ス
が
ち
か
づ
く
と 

斉
藤　
　

倫

と
う
ふ
や
の
か
ん
こ
ち
ゃ
ん 

吉
田　

道
子

く
る
み
の
な
か
に
は 

た
か
お
ゆ
う
こ

じ
ょ
や
の
か
ね 

と
う
ご
う
な
り
さ

カ
ラ
ン
ポ
ー
の
オ
オ
カ
ミ
王

 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
リ
ル

お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
す
る 

Ｍ
．＆
Ｈ
．Ａ
．レ
イ

ビ
ー
お
ば
さ
ん
と
お
で
か
け

 

ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

と
て
も
と
て
も
サ
ー
カ
ス
な
フ
ロ
ラ

 

ジ
ャ
ッ
ク
・
セ
ン
ダ
ッ
ク

詳
　
細　

臨
時
図
書
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）

 

☎
25

－

３
１
８
８

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

動
物
化
石
博
物
館
情
報

●
里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

　

12
月
下
旬
利
用
開
始
予
定
で
す
。
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
限
定
と
な
り
ま
す
の
で
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
靴
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
靴
で
の
滑
走

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
滑
走
時
は
手
袋
・
帽
子
を
着
用
す

る
な
ど
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
掲
示
し
て
あ
る

ル
ー
ル
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

●
里
見
が
丘
ス
キ
ー
場

　

１
月
中
旬
利
用
開
始
予
定
で
す
。
こ
の
ス

キ
ー
場
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
の
滑
走
も
可

能
で
す
。
係
員
の
指
示
に
従
い
安
全
に
滑
走

願
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ソ
リ
で
の
滑
走
は
禁

止
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

●
新
し
い
生
活
実
習
室
完
成

　

町
民
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
移
設
工
事
を
行
っ
て
い
た
生
活
実

習
室
が
完
成
し
、
一
般
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
西
側
に
移
設
さ
れ
た

生
活
実
習
室
は
、
移
設
に
伴
い
オ
ー
ル
電
化

対
応
と
な
り
、
調
理
器
具
や
食
器
な
ど
も
新

調
し
ま
し
た
。
誰
で
も
簡
単
、
安
全
に
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

利
用
方
法
、
利
用
申
し
込
み
等
の
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 
☎
25

－

３
１
８
８

●
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す

　

町
民
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
は
、
現
在
、

新
し
く
図
書
館
と
な
る
２
階
東
側
部
分
の
改

修
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
会
議
室
を

１
階
東
側
に
移
設
す
る
工
事
も
行
っ
て
お
り
、

町
民
セ
ン
タ
ー
東
側
の
ほ
と
ん
ど
を
立
ち
入

り
禁
止
区
域
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
工
事
音
や
ほ
こ
り
が
舞
っ
て
い
た

り
、
利
用
で
き
る
部
屋
が
大
幅
に
限
ら
れ
る

な
ど
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
１
階
に
移
設
さ
れ
る
会
議
室
は
、

来
年
の
１
月
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
る
見
込

み
で
す
が
、
詳
細
は
担
当
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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路線バスと一般車両が分離された北側ロータリー最終便に合わせて夜10時まで利用できる待合所

10.28　上利別保育所

10.21　足寄小学校

10.28　螺湾保育所

10.28　芽登小学校

10.28　芽登保育所

10.28　大誉地小学校

11.11　認定こども園どんぐり

10.28　螺湾小学校

発表会・学芸会

道の駅「あしょろ銀河ホール21」

モデル「道の駅」に認定されました

　

「
道
の
駅
」
は
平
成
５
年
の
制
度
創
設
以

来
、
現
在
で
は
全
国
で
１
１
３
４
カ
所
に
広

が
り
、
地
方
創
生
を
具
体
的
に
実
現
し
て
い

く
た
め
の
極
め
て
有
力
な
手
段
と
し
て
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
「
道
の
駅
」
の
質
的
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年
度
か

ら
模
範
と
な
る
特
定
テ
ー
マ
を
設
け
、
モ
デ

ル
「
道
の
駅
」
を
全
国
各
地
か
ら
選
出
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
「
地
域
交
通
拠
点
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
11
月
22
日
に
７
カ
所
の
「
道

の
駅
」
が
選
ば
れ
、
本
町
の
道
の
駅
「
あ
し

ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21
」
が
道
内
で
初
と
な
る

特
定
テ
ー
マ
型
モ
デ
ル
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

道
の
駅
「
あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21
」
は
、

バ
ス
車
両
と
一
般
車
両
の
駐
車
場
が
分
離
さ

れ
て
い
る
他
、
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
、
都
市
間
バ
ス
な
ど
の
停
留
所
も
設
置

さ
れ
、
本
町
の
交
通
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旧
駅
舎
を
活
用
し
た
待
合
所
は
、
路

線
バ
ス
の
運
行
時
間
に
合
わ
せ
て
営
業
時
間

を
延
長
し
て
い
る
な
ど
、
利
便
性
の
向
上
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
全
国
か
ら
の
視
察
や
地
元
関
係
者

へ
の
講
師
要
請
な
ど
、
全
国
の
「
道
の
駅
」

の
模
範
と
な
っ
て
質
的
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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【
消
防
団
員
の
募

集
に
つ
い
て
】

　

足
寄
消
防
団
は

１
３
２
人
の
方
が

消
防
団
員
と
し
て

活
動
し
て
お
り
、

共
に
本
町
を
災
害

か
ら
守
っ
て
く
れ

る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
普

段
そ
れ
ぞ
れ
の
職

業
を
持
ち
、
火
災

や
災
害
発
生
時
に
は
自
宅
も
し
く
は
職
場
な

ど
か
ら
出
動
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
身
分

は
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と
な
り
、

本
町
の
条
例
で
身
分
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

条
例
に
基
づ
き
報
酬
お
よ
び
出
動
し
た
場

合
の
費
用
弁
償
と
し
て
出
動
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
災
害
活
動
を
行
う
こ
と
は

自
身
に
も
少
な
か
ら
ず
危
険
が
及
ぶ
こ
と
に

な
る
た
め
、
万
が
一
、
消
防
団
活
動
を
原
因

と
し
て
死
亡
、
も
し
く
は
負
傷
ま
た
は
疾
病

に
か
か
っ
た
場
合
に
は
「
公
務
災
害
補
償
」

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
に
も
、
公

務
と
は
関
係
の
な
い
病
気
や
け
が
で
入
院
し

た
場
合
で
も
、
一
定
期
間
入
院
し
た
場
合
に

入
院
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る
「
福
祉
共
済
制

度
」
や
、
消
防
団
を
退
職
し
た
場
合
に
は
、

退
職
報
償
金
が
在
職
年
数
、
退
団
時
の
階
級

に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
（
消
防
団
員
と
し

て
５
年
以
上
勤
務
さ
れ
た
方
の
み
が
対
象
と

な
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
足
寄
消
防
団
で
は
女
性
消
防
団
員

も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
女
性
消
防
団
員
は
全

国
的
に
も
増
加
傾
向
で
、
今
後
ま
す
ま
す
必

要
と
さ
れ
る
存
在
で
す
。
活
動
と
し
て
は
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
の
防
火
訪
問
や

火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
火
災
予
防
の
広
報

活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。

▼
平
成
30
年
足
寄
消
防
団
出
初
式

日　

時　

平
成
30
年
１
月
４
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
40
分　

分
列
行
進

　
　
　
　

午
前
11
時　
　
　

出
初
式
式
典

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

※
午
前
９
時
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
先
・
詳
細

 

足
寄
消
防
署　

☎
25

－

２
６
１
９

消防通信　第26号

前　略

足寄消防署より

年
間
出
動
件
数�

（
11
月
30
日
現
在
）

救
急
出
動�

３
５
３
件
（
５
件
増
）

火
災
出
動�

８
件
（
１
件
増
）

�

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

大　

賞

　

歳
と
れ
ど

　
口
も
達
者
で

　
歯
も
達
者 

早　

坂　

正　

義

準
大
賞

　

良
く
噛
ん
で

　
笑
う
口
中

　
歯
歯
歯
歯
歯 

阿　

部　

幸　

子

　

食
べ
た
後

　
近
づ
い
て
く
る

　
虫
歯
菌 

美　

濃　

千　

尋

ふ
る
さ
と
愛
で
賞

　

健
康
は

　
地
産
地
消
で

　
よ
く
か
ん
で 

香　

川　

紀　

子

耐
え
ま
賞

　

痩
せ
る
た
め

　
食
べ
た
ら
磨
き

　
耐
え
て
寝
る 

が　

ー　

ま　

い

笑
顔
で
賞

　

白
い
歯
は

　
あ
な
た
の
笑
顔

　
光
ら
せ
る 

佐　

藤　

裕
実
子

両
方
大
事
に
し
ま
賞

　

親
よ
り
も

　
長
く
付
き
合
う

　
自
分
の
歯 

青　

木　

玲
於
奈

受
け
て
安
心
！ 

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

わ
が
町
の
「
健
康
川
柳
」
作
品

　

健
康
づ
く
り
の
大
切
さ
や
取
り
組
み
を
楽
し
く
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
健
康
川
柳
の
募

集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
歯
と
お
口
の
健
康
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
選
考
は
健
康
サ
ポ

ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
下
、
笑
顔
、
共
感
、
健
康
宣
言
な
ど
の
視
点
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
選
し
た
作
品
以
外
に
も
、
日
々
の
健
康
づ
く
り
を
楽
し
く
し
て
く
れ
る
川
柳
作
品
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
「
健
康
づ
く
り
ロ
ビ
ー
展
」
な
ど
で
展
示
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

◇
今
年
度
の
受
賞
作
品
◇

　

本
町
の
女
性
が
よ
り
健
康
に
暮
ら
す
こ
と

を
目
的
と
し
、
本
年
度
か
ら
町
内
や
帯
広
の

医
療
機
関
で
子
宮
頸
（
け
い
）
が
ん
・
乳
が

ん
の
個
別
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
と
も
に
発

生
率
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
す
る
こ
と
で
子
宮
や
乳
房
を

温
存
で
き
た
り
、
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
自
身
の
健
康
を
守
る
た
め
、

そ
し
て
何
よ
り
も
大
切
な
人
の
た
め
に
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

子
宮
頸
が
ん
と
は
？

　

子
宮
の
入
り
口
（
子
宮
頸
部
）
に
で
き
る

が
ん
で
、
初
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
現

れ
ま
せ
ん
。

　

発
生
は
20
歳
か
ら
40
歳
代
前
半
と
若
年
層

の
発
生
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
発
生
の

原
因
の
多
く
は
性
交
渉
に
よ
っ
て
感
染
す
る

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
と
関
連
が
あ
る

と
い
わ
れ
、
誰
で
も
な
り
得
る
病
気
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
方
法
は
？

　

子
宮
頸
部
の
細
胞
を
専
用
の
ス
ポ
ン
ジ
な

ど
で
こ
す
り
、
顕
微
鏡
で
が
ん
細
胞
の
有
無

や
種
類
を
確
認
し
ま
す
。
月
経
中
は
十
分
な

検
査
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

月
経
終
了
か
ら
３
日
以
降
の
受
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。

乳
が
ん
と
は
？

　

乳
房
に
あ
る
乳
腺
（
母
乳
を
つ
く
る
と
こ

ろ
）
に
で
き
る
が
ん
で
す
。
乳
が
ん
の
発
生
、

増
殖
に
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
「
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
」

と
の
関
係
が
深
く
、
初
経
時
期
が
早
い
こ
と

や
閉
経
時
期
が
遅
い
な
ど
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

の
影
響
を
長
く
受
け
る
ほ
ど
発
生
し
や
す
い

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
女
性
に
一
番
多
い
が

ん
で
す
。

　

乳
が
ん
は
30
歳
代
か
ら
増
え
、
40
歳
か
ら

50
歳
代
の
発
生
や
死
亡
が
最
も
多
く
、
日
本

人
女
性
の
約
11
人
に
１
人
が
生
涯
で
か
か
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
の
方
法
は
？

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
い
う
乳
房
専
用
の
Ⅹ

線
撮
影
に
よ
り
腫
瘍
を
み
つ
け
ま
す
。
乳
房

を
挟
み
圧
迫
し
、
で
き
る
だ
け
平
ら
に
し
て

撮
影
す
る
た
め
、
検
査
に
は
多
少
の
痛
み
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
月
経
終
了
か
ら
１
週

間
以
内
の
乳
房
が
柔
ら
か
い
時
期
に
受
診
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

子宮頸がん・乳がん検診　個別検診

子宮頸がん検診 乳がん検診

受 診 可 能

医 療 機 関

帯広厚生病院・帯広協会病院・慶愛病院

慶愛女性クリニック・坂野産婦人科

帯広レディースクリニック・町国民健康保険病院

帯広厚生病院・帯広協会病院・北斗病院

帯広第一病院・上徳整形外科乳腺外科

対 象 者 今年度、20歳以上の町民 今年度、30歳以上の町民

検 診 内 容
問診・視診・内診・頸部細胞診

※体部細胞診は医師が必要と認めた方のみ

問診

マンモグラフィ検査

自己負担額

子宮頸がん検診　　１，４００円

子宮体がん検診　　　　９００円

※生活保護受給者は無料

30～40歳代（２方向）　２，１００円

50歳以上（１方向）　　１，６００円

※生活保護受給者は無料

受 診 方 法
①町へ申し込み

②町の発行する「助成クーポン」を持参し、個別に受診　※医療機関によって要予約

受 診 期 間 平成30年３月31日までに受診

そ の 他
４月１日以降に既に検診費用を全額負担で受診されている方も申請により費用を助成しま

す。申請には「領収書」「検査結果」が必要となります。※申請前にお問い合わせください。

詳 細

申 し 込 み
役場福祉課保健推進担当　☎２５－２５７１
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例２の通知カードは、平成27年
10月に送付されているものです

ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
61
回

知
っ
て
防
ご
う
！
悪
質
商
法

～
「
北
海
道
消
費
生
活
条
例
」
を

 

上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
～

　

北
海
道
に
は
道
民
の
安
心
・
安
全
な
消
費

生
活
を
守
る
た
め
に
「
北
海
道
消
費
生
活
条

例
」
が
あ
り
ま
す
。
普
段
の
生
活
の
中
で
こ

の
条
例
を
意
識
す
る
場
面
は
少
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
大
事
な
条
例
で
す
の

で
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ

：

ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
大
事
な
の
で
す
か
？

Ａ

：

条
例
で
は
「
９
つ
の
不
当
な
取
引
や
表

示
を
禁
止
」
し
て
お
り
、
違
反
事
業
者
に
は

北
海
道
が
立
ち
入
り
調
査
を
行
い
ま
す
。
調

査
の
結
果
、
問
題
が
あ
れ
ば
改
善
命
令
を
出

し
た
り
、
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
営
業

停
止
処
分
を
行
う
な
ど
、
消
費
者
の
安
全
な

取
引
を
守
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

：

不
当
な
取
引
や
表
示
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
？

Ａ

：

不
当
な
取
引
と
は
消
費
者
が
望
ま
な
い

契
約
を
強
要
し
た
り
、
消
費
者
に
対
し
て
勧

誘
す
る
目
的
を
隠
し
て
近
づ
く
こ
と
を
い
い

ま
す
。
ま
た
、
不
当
な
表
示
と
は
嘘
や
紛
ら

わ
し
い
表
示
を
い
い
ま
す
。
９
つ
の
禁
止
事

項
と
そ
の
事
例
は
次
の
通
り
で
す
。

〈
９
つ
の
禁
止
事
項
〉

①
消
費
者
が
望
ま
な
い
勧
誘
や
勧
誘
目
的
を

隠
す
行
為
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
ほ
し
い
と
話
し
か

け
な
が
ら
、
実
際
に
は
エ
ス
テ
の
契
約
等

を
勧
誘
す
る
。

・
消
費
者
に
拒
絶
す
る
機
会
を
与
え
な
い
。

・
消
費
者
の
承
諾
も
な
く
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
広
告
を
送
る
。

②
消
費
者
の
状
況
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
契
約

や
判
断
力
の
不
足
に
つ
け
込
む
勧
誘
。

・
年
収
記
入
欄
に
実
際
と
は
異
な
る
額
を
記

入
す
る
よ
う
誘
導
す
る
。

・
必
要
の
な
い
分
量
や
回
数
で
あ
る
と
知
っ

て
い
る
の
に
新
た
に
契
約
さ
せ
る
。

③
嘘
や
紛
ら
わ
し
い
表
現
に
よ
る
勧
誘
。

・「
必
ず
儲
か
る
」「
○
カ
月
以
内
に
痩
せ

る
」
な
ど
の
根
拠
が
無
い
こ
と
を
い
う
。

・
有
名
企
業
の
関
係
団
体
や
公
的
機
関
と
思

わ
せ
る
よ
う
な
表
現
を
す
る
。

・
消
費
者
側
に
購
入
す
る
義
務
が
あ
る
と
思

い
込
ま
せ
る
。

④
消
費
者
の
弱
み
に
つ
け
込
み
、
判
断
力
を

ゆ
が
め
る
勧
誘
や
行
為
。

・「
た
た
り
が
あ
る
」「
健
康
被
害
に
遭
う
」

な
ど
と
不
安
に
さ
せ
る
。

・
消
費
者
が
勧
誘
を
拒
否
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
無
視
す
る
。

・
消
費
者
の
私
生
活
や
業
務
に
支
障
の
あ
る

時
間
に
勧
誘
す
る
。

※
玄
関
に
「
訪
問
販
売
お
断
り
」
と
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
っ
て
あ
る
の
に
勧
誘
す
る
行
為

も
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

⑤
消
費
者
に
一
方
的
に
不
利
だ
っ
た
り
、
常

識
に
合
わ
な
い
契
約
を
さ
せ
る
行
為
。

・「
契
約
す
る
と
解
約
で
き
な
い
」「
高
額
な

違
約
金
が
発
生
す
る
」
な
ど
の
内
容
。

⑥
不
当
な
手
段
を
使
っ
て
消
費
者
に
代
金
の

支
払
い
を
求
め
る
行
為
。

・
根
拠
の
無
い
請
求
を
す
る
。

・
消
費
者
の
迷
惑
な
時
間
帯
に
電
話
や
訪
問

を
し
て
代
金
の
支
払
い
を
迫
る
。

⑦
消
費
者
か
ら
催
促
を
受
け
て
も
契
約
し
た

事
を
守
ら
な
い
行
為
。

・
約
束
し
た
期
日
ま
で
に
商
品
を
納
入
し
な

か
っ
た
り
、
工
事
を
わ
ざ
と
遅
ら
せ
る
。

⑧
契
約
を
解
除
で
き
な
い
と
偽
る
行
為
。

・「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
認
め
て
い
な
い
」

「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
す
る
な
ら
返
送
料

を
負
担
し
ろ
」
な
ど
と
言
う
。

※
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
の

場
合
、
送
料
を
負
担
す
る
の
は
事
業
者
で
す
。

⑨
悪
質
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
助
長
の
禁
止
。

・
返
済
能
力
が
十
分
で
は
な
い
消
費
者
に
ク

レ
ジ
ッ
ト
契
約
さ
せ
る
。

【
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
】

　

不
当
な
勧
誘
は
家
に
入
れ
な
い
こ
と
、
話

を
聞
か
な
い
こ
と
が
一
番
の
予
防
策
で
す
。

　

玄
関
に
「
訪
問
販
売
＆
購
入
お
断
り
ス
テ

ッ
カ
ー
」
を
貼
っ
て
悪
質
業
者
を
撃
退
し
ま

し
ょ
う
！

詳　

細　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎
28

－

０
５
８
５

 

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

確
定
申
告
の

お
知
ら
せ

十
勝
池
田
税
務
署
の
確
定
申
告

開
設
期
間
に
つ
い
て

確
定
申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
記
載
が
必
要
で
す

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

開
設
期
間　

平
成
30
年
２
月
16
日
㈮
～

　
　
　
　
　

３
月
15
日
㈭

申
告
会
場　

十
勝
池
田
税
務
署

　
　
　
　

池
田
町
字
旭
町
１
丁
目
８
番
地
８

受
付
時
間

　

平
日

：

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

留
意
事
項　

申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
の
ご
相
談
は
、
申
告
会
場
を
開

設
す
る
２
月
16
日
㈮
以
降
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
申
告
に
関
す
る
ご
質
問
や
必
要

な
書
類
の
ご
確
認
な
ど
は
、
お
電
話
で
問
い

合
わ
せ
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳　

細　

十
勝
池
田
税
務
署

 

☎
０
１
５

－
５
７
２

－

２
１
７
１

　

申
告
を
す
る
方
や
扶
養
親
族
の
方
な
ど
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
申
告

書
を
提
出
す
る
都
度
、
申
告
者
ご
本
人
の
本

人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が

必
要
で
す
（
控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親
族

お
よ
び
事
業
専
従
者
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

は
不
要
で
す
。）。

※
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
書
等
を
送
信
す
れ
ば
、

本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
提

出
は
不
要
で
す
。

【
本
人
確
認
書
類
の
例
】

例
１　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

例
２　

通
知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
、
公
的

医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
所
得
税
や
消
費
税
、

贈
与
税
の
確
定
申
告
書
な
ど
を
作
成
し
、
印

刷
し
て
郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
必
要
事
項

を
入
力
す
れ
ば
、
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ

れ
る
た
め
、
税
務
署
ま
で
出
掛
け
な
く
て
も
、

自
宅
で
簡
単
に
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

こ
の
電
子
申
告
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
と
、

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
り
申
告
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら

は
パ
ソ
コ
ン
で
利
用
可
能
な
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で

の
送
信
な
ど
、
一
部
の
機
能
が
利
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
申
告
に
当
た
っ
て
は
、
申
告
書
を

印
刷
し
て
郵
送
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
書
は
平

成
30
年
１
月
か
ら
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

s://w
w

w
.n

ta.g
o.jp

/

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

 

☎
０
５
７
０

－

０
１

－

５
９
０
１

 

（
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

ス
ト
ッ
プ
！
税
の
滞
納

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
納
付
し
て
い
る
町
税
や

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
等
の
徴
収
金
は
、
福
祉
・

教
育
・
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
自

主
財
源
で
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督
促
状
を
発
送

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日

ま
で
に
完
納
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
財

産
の
調
査
や
住
居
内
の
捜
索
を
行
い
、
法
に

従
っ
て
財
産
の
差
し
押
さ
え
等
を
執
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
滞
納
を
放
置
し
て
捜
索

や
差
し
押
さ
え
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
、

あ
な
た
の
経
済
的
事
情
や
社
会
的
信
用
が
大

き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

病
気
や
災
害
、
失
業
、
事
業
の
不
振
な
ど
、

納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
一
刻
も

早
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い
税

金
や
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
割
合
で
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
収
納
担
当
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　自然とともに生き、すべての命に感謝の心
を忘れない豊かなアイヌ文化を通して、ふる
さとの歴史を見つめてみませんか。
内　容
展示：「言葉」「祈りと儀式」「狩りと装い」
体験コーナー：「アイヌ文様」「アイヌ語かるた」
期　間　平成30年２月28日㈬まで
時　間　火～金　午前９時～午後４時
　　　　　土　　午前９時～午後３時
休館日　日曜日・月曜日・祝日・年末年始
場　所　本別町歴史民俗資料館
　　　　（本別町北２丁目）
入館料　無料
その他　「アイヌ文化の手仕事講座」を近日予定
詳　細　本別町歴史民俗資料館
 ☎２２－２１４１内線４１０
� 本別町図書館　　☎２２－５１１２

　年間で安定して流れ星を楽しめる流星群の

ひとつ、ふたご座流星群がやってきます。最

も多いときには、１時間に40個程度の流星が

観測されると予測されています。

　今年は２日間、銀河の森天文台で観望会を

開催しますので、防寒着など寒さ対策をして、

ぜひお越しください。

日　時　12月13日㈬・14日㈭
　　　　午後１時～９時30分

　　　　説明会　午後７時30分～

場　所　陸別町　銀河の森天文台

その他　予約不要・申込不要（入館料のみ）

詳　細　銀河の森天文台　☎２７－８１００

資料館企画展
「イランカラプテ～アイヌ文化にふれよう～」

ふたご座流星群観望会を開催します

本　別　町 陸　別　町

冬期間の通行止めのお知らせ

通行止め区間

①②道道モアショロ原野螺湾足寄停車場線

③町道雌阿寒オンネトー線

④道道オンネトー線　⑤林道置戸・阿寒線

通行止め期間

①④⑤平成30年４月13日㈮午前10時まで

②③　平成30年５月11日㈮午前10時まで

※予定のため、変更になる場合があります。

詳　細　役場総務課企画調整担当

 ☎２５－２１４１内線３１９

新人を紹介します

・年齢　28歳

・出身　足寄町

・趣味　本の早読み

　「９年ぶりに故郷である足

寄町に帰ってきました。生ま

れ育った町に感謝の気持ちを

込めて、地域の皆さんのお役

に立てるよう精いっぱい頑張

ります。」

・年齢　54歳

・出身　足寄町

・趣味　旅行

　「町民の皆さんが健康で生

活できるようにお手伝いさせ

ていただきます。新しい職場

で皆さんと力をあわせていき

たいと思います。どうぞよろ

しくお願いします。」

・年齢　46歳

・出身　幕別町

・趣味　音楽鑑賞

　「地域医療に貢献し、看護

職員として安全な医療、思い

やりのある医療を提供できる

よう、日々向上心を高めなが

ら自己啓発していきたいと思

います。」

加藤　つばさ 武田　美穂 中井　晴美
教育委員会生涯学習室主事 国民健康保険病院看護師 国民健康保険病院准看護師

明治元年から１５０年

北海道電力からのお願い

水道管の凍結にご注意を

障害者控除認定について 全面交通規制のお知らせ

家屋を取り壊した方へ 役場臨時窓口を開設します

住民意見を募集します 

放送大学に入学しませんか

　平成30年度からの北海道後期高齢者医療広域連合の新たな計画の策定

についてのご意見を募集します。

募集案件　北海道後期高齢者医療広域連合第３次広域計画（原案）

北海道後期高齢者医療広域連合保健事業実施計画（第２期）（原案）

募集期間　12月28日㈭まで（必着）

募集要領・詳細� 役場住民課保険担当☎２５－２１４１内線２１６

� 北海道後期高齢者医療広域連合☎０１１－２９０－５６０１

 http://iryokouiki-hokkaido.jp/hotnews/detail/00000225.html

　放送大学では平成30年度第１学期（４月）入学生を募集しています。

出願期間　第１回　～平成30年２月28日㈬
　　　　　第２回　平成30年３月１日㈭～20日㈫
資料請求・詳細　放送大学北海道学習センター

 ☎０１１－７３６－６３１８

　平成30年は、明治元年から起算

して満１５０年に当たります。政

府では「明治１５０年」関連施策

として、全国で取り組みを推進し

ています。

詳　細

� 十勝総合振興局地域政策課

 ☎０１５５－２６－９０２０

　今冬も引き続き「無理のない範

囲での節電」にご協力をお願いし

ます。

詳　細　北海道電力足寄営業所

 ☎２５－２０２９

　毎年12月から３月にかけて水道

管の凍結事故が多発します。

　旅行等で長期間家を空けるとき

や真冬日が続いたときは特に注意

が必要です。必ず水落としを行い

ましょう。水道管が凍結または破

裂した場合は、速やかに水道業者

に連絡し修理を行ってください。

町内水道業者

㈱河向組� ☎２５－２６６９

㈲コミヤマ� ☎２５－５７６５

㈲白沢文栄堂� ☎２５－２４１０

㈱マルヨ産業� ☎２５－３０２９

㈲武藤住設� ☎２５－２４３７

詳　細

� 役場建設課上下水道業務担当

 ☎２５－２１４１

� 内線３５４・３５５

　身体障害者手帳の交付を受けて

いない場合でも所得税および地方

税の障害者控除の対象になります。

対　象

・65歳以上で、身体などに障がい

があると町長が認定した方

※認定までには一定期間必要

・常に就床を必要とし、複雑な介

護を要する方（寝たきりの方）

詳　細

� 役場福祉課障がい福祉担当

 ☎２５－２１４１内線１４２

工事箇所　配水管敷設替工事

� （北２条２丁目）

工事期間　～平成30年２月９日㈮

詳　細

� 役場建設課上下水道工務担当

 ☎２５－２１４１内線３５７

　平成29年１月１日から12月31日

までに家屋を取り壊し、まだ届け

出をされていない方は「家屋滅失

届」を提出またはご連絡ください。

詳　細� 役場住民課課税担当

 ☎２５－２１４１内線２３５

日　時　平成30年１月５日㈮
　　午前８時35分～午後５時５分

対　象　戸籍謄本・抄本、住民票

謄本・抄本、印鑑登録証明の交付

詳　細� 役場住民課戸籍年金担当

 ☎２５－２１４１内線２１１

募　　集 お知らせ

ロゴマーク
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☆10月と11月に小学校などで発表会、

学芸会があり、子どもたちは元気に

練習の成果を披露していました。

☆認定こども園どんぐりの発表会は11

月11日に行われ、らいおん（年長）

組の発表では「ランニングマン」で

お馴染みの「Ｒ・Ｙ・Ｕ・Ｓ・Ｅ・

Ｉ」の踊りや「ライオンキング」の劇

など４演目が披露されました。最終

演目のよさこいでは、子どもたちの

力強い踊りに保護者からアンコール

がかかり、子どもたちは嬉しそうに

２度目のよさこいを踊っていました。

☆来年小学生になる子どもたちのこど

も園での最後の発表会の姿に、取材

に行った私までも感動してしまいま

した。

大川　紗
さ

空
ら

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年12月25生まれ）

　お姉ちゃんが大好きな紗空。

最近はできる事も増えてお姉ち

ゃんのマネばかりしています。

たまにケンカもするけれど、こ

れからも姉妹仲良く元気に成長

してね。� 和也・悠さ
んの子

� （栄町）

　11月11日㈯に認定こども園どんぐりで行わ

れた「第11回発表会」でのスナップです。

� （⇒14ページ）　

ひとのうごき

11月末の住民基本台帳

人　口　　７，０６４　人　（＋１)

　男　　　３，４３１　人　（＋１)

　女　　　３，６３３　人　（±０)

世　帯　　３，５５０世帯（＋１)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

門野　祥
しょう

太
た

郎
ろう

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年12月28日生まれ）

　車とアンパンマンが大好きで

絵本やおもちゃに夢中です。毎

日少しずつできることが増えて

きて日々の成長に驚かされます。

これからも元気にすくすく育っ

てね。� 亮介・由希子さ
んの子

� （南４条４丁目）
森　友

ゆう

陽
ひ

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年12月24生まれ）

　車が大好きでエンジン音のマ

ネは完ぺき☆最近は犬のマネや

ダンスをして、いつも楽しませ

てくれるゆうひ！これからも色々

な事ができるようになるといい

ね！� 勇人・結賀さ
んの子

� （下愛冠２丁目）


